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購
読
の
申
し
込
み

シマブン・尾上工場

800
㌧
ニュ
ー
ギ
ロ
新
設

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

生
産
能
力
を
向
上

２
０
３
０
年
に
向
け
て

鉄
鋼
新
経
営

鉄
鋼
新
経
営

鉄
鋼
新
経
営

鉄
鋼
新
経
営

セイワ工業

グ
ル
ー
プ
横
断
人
材
育
成

出
向
を
通
じ
て
多
能
工
化

売上高「減」が
倍増63.5％
1―3月景況調査

全
ス
連

工作機械

受
注
の
減
退
顕
著
に

4
月
確
報
、600
億
円
割
れ

磨棒鋼

4
月
生
産
25
％
減
少

Ｃ
Ｈ
鋼
線
も
マ
イ
ナ
ス

自
己
破
産
を
申
請

三
共
商
会

事
業
を
停
止

伸
和
工
業

シ
マ
ブ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
本
社
＝
神
戸
市
、
木
谷
謙
介

社
長
）
は
、
尾
上
工
場
（
兵
庫
県
加
古
川
市
）
に
モ
リ
タ
環
境
テ

ッ
ク
製
8
0
0
㌧
ニ
ュ
ー
ギ
ロ
を
新
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
か
ら
発
生
す
る
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
加
工
は
手
作
業
で
切
断

処
理
し
て
い
た
が
、
加
工
設
備
の
導
入
に
よ
り
、
生
産
能
力
の
向

上
と
人
手
不
足
へ
の
対
応
を
図
っ
た
。

尾
上
工
場
の
敷
地
面
積

は
約
8
0
0
0
平
方
㍍

で
、
主
要
設
備
は
20
㌧
天

井
走
行
ク
レ
ー
ン
1
基
、

10
㌧
天
井
走
行
ク
レ
ー
ン

3
基
、
26
㌧
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
2
台
な
ど
。
工
場
は
鉄

鋼
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
生
す

る
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
加
工

・
販
売
を
メ
イ
ン
と
し
、

建
設
機
械
部
品
の
製
造
・

販
売
も
手
掛
け
て
い
る
。

年
間
扱
い
量
は
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
・
鋼
材
合
わ
せ
て
計

6
万
㌧
。

設
備
の
新
設
で
切
断
ロ

ス
軽
減
に
よ
る
歩
留
ま
り

の
向
上
、
加
工
で
き
る
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
品
種
の
拡
大

を
図
る
ほ
か
、
省
人
化
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
も
見
込

ん
で
い
る
。
加
工
処
理
能

力
に
余
裕
が
出
れ
ば
市
中

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
取
り
扱
い

も
検
討
す
る
と
い
う
。

ま
た
、
ガ
ス
切
り
作
業

場
は
屋
外
に
あ
っ
た
が
、

新
た
に
導
入
し
た
設
備
は

既
設
建
屋
を
活
用
し
て
屋

内
に
設
置
し
て
お
り
、
労

働
環
境
の
改
善
も
実
現
し

た
。シ

マ
ブ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
全
国
に
9
カ
所

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
集
荷
・

営
業
拠
点
が
あ
り
、
2
0

1
9
年
の
鋼
材
・
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
販
売
量
は
約
1
6

8
万
㌧
。

―
―
2
0
2
0
年
3
月

期
決
算
は
前
期
比
で
減
収

減
益
と
な
っ
た
。
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

「
橋
梁
用
部
材
を
扱
う

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事

業
、
建
築
構
造
製
品
お
よ

び
工
法
を
担
う
建
材
事
業

は
好
調
を
維
持
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
主
力
で
あ
る

鋳
造
品
の
素
形
材
事
業
は

川
崎
工
場
の
生
産
が
堅
調

に
推
移
す
る
一
方
、
池
上

工
場
と
福
山
製
造
所
の
生

産
は
前
期
比
で
落
ち
込
ん

だ
。
前
期
収
益
は
期
初
計

画
よ
り
も
上
振
れ
し
た
も

の
の
、
素
形
材
事
業
の
収

益
が
減
少
し
た
こ
と
は
厳

し
い
」

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
発
生
す
る
前

は
、
川
崎
の
主
力
製
品
で

あ
る
建
設
機
械
向
け
と
半

導
体
向
け
部
品
は
前
期
実

績
を
上
回
る
と
想
定
し
、

福
山
で
は
高
炉
改
修
用
鋳

鉄
ス
テ
ー
ブ
生
産
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

全
社
ト
ー
タ
ル
で
は
好
調

に
推
移
す
る
と
み
て
い

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
は

今
期
に
入
っ
て
本
格
化
し

て
お
り
、
機
械
用
の
鋳
鉄

水
平
連
続
鋳
造
棒
『
マ
イ

テ
ィ
バ
ー
』
を
は
じ
め
、

自
動
車
金
型
用
鋳
造
品
は

4
―
6
月
の
受
注
が
振
る

わ
ず
、
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
半
導
体
向

け
は
コ
ロ
ナ
前
の
前
期
比

50
％
増
か
ら
、
10
―
20
％

増
と
プ
ラ
ス
幅
が
縮
小
す

る
だ
ろ
う
。
建
機
用
鋳
造

品
は
鉱
山
採
掘
で
使
用
さ

れ
る
超
大
型
建
機
向
け
が

大
半
を
占
め
て
い
る
が
、

高
炉
原
料
価
格
が
高
止
ま

り
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
前
期
比
20
％
増
に
な

る
と
み
て
い
る
。
現
時
点

で
雇
用
調
整
助
成
金
制
度

を
活
用
し
た
一
時
帰
休
は

実
施
し
て
い
な
い
。
池
上

は
シ
ー
ム
レ
ス
鋼
管
用
圧

延
プ
ラ
グ
を
メ
イ
ン
に
生

産
し
て
い
る
が
、
原
油
価

格
の
下
落
で
13
％
ク
ロ
ム

シ
ー
ム
レ
ス
鋼
管
の
生
産

が
低
迷
し
て
い
る
影
響

で
、
前
年
同
期
比
で
5
割

減
産
。
機
械
用
鋳
造
品
と

と
も
に
造
塊
用
鋳
型
な
ど

を
扱
う
福
山
は
粗
鋼
減
産

の
影
響
も
あ

り
、
4
割
減

産
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、

全
社
的
に
外

注
作
業
を
内

製
化
す
る
と

と
も
に
、
配

置
替
え
で
人

員
を
有
効
活

用
し
て
お

り
、
今
後
も

一
時
帰
休
は

予
定
し
て
い

な
い
。
従
業
員
の
感
染
予

防
・
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を

導
入
し
て
い
る
。
現
時
点

で
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
は
従

業
員
の
3
割
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
今
後
、
5

割
に
引
き
上
げ
て
い
く
」

―
―
今
期
（
21
年
3
月

期
）
の
連
結
業
績
見
通
し

の
公
表
を
見
送
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
影
響
か
ら
、
い

つ
ご
ろ
に
回
復
す
る
か
。

「
自
動
車
、
機
械
は
需

要
家
自
体
が
見
通
す
こ
と

が
で
き
ず
、
予
想
は
難
し

い
。
半
導
体
と
建
機
は
秋

口
か
ら
需
要
が
徐
々
に
戻

っ
て
く
る
と
み
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
影
響
に
伴
う
生
産

変
動
は
あ
る
も
の
の
、
中

長
期
的
に
は
素
形
材
、
エ

ン
ジ
、
建
材
の
各
事
業
と

も
に
一
定
の
需
要
ボ
リ
ュ

ー
ム
が
あ
る
。
素
形
材
は

設
備
投
資
を
含
め
て
生
産

性
改
善
に
注
力
し
、
エ
ン

ジ
は
設
計
な
ど
の
リ
ー
ド

タ
イ
ム
短
縮
、
効
率
化
を

図
る
。
建
材
は
技
術
サ
ー

ビ
ス
を
一
層
強
化
す
る
な

ど
、
い
か
な
る
環
境
下
に

お
い
て
も
企
業
体
質
強
化

に
地
道
に
取
り
組
ん
で
い

く
」―

―
20
年

4
月
1
日
付

で
組
織
を
改

正
し
た
。

「
こ
れ
ま

で
の
事
業
部

制
を
廃
止

し
、
組
織
を

フ
ラ
ッ
ト
化

し
た
。
縦
割

り
の
組
織
体

制
を
見
直

し
、
事
業
部

間
の
壁
を
取

り
払
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ

て
素
形
材
、

エ
ン
ジ
、
建

材
で
横
串
を

刺
し
、
従
業

員
の
情
報
交

換
を
密
に
す

る
こ
と
な
ど

で
商
品
開
発

や
営
業
活
動

で
連
携
を
深
め
、
収
益
ア

ッ
プ
を
目
指
す
」

―
―
設
備
投
資
計
画

を
。「

今
期
は
設
備
の
老
朽

更
新
を
主
体
と
す
る
予

定
。
外
注
加
工
を
内
製
化

す
る
た
め
、
川
崎
で
横
中

グ
リ
盤
を
1
台
増
設
し
、

現
在
設
置
中
で
6
月
中
に

は
夜
間
無
人
操
業
に
よ
る

稼
働
を
開
始
す
る
。ま
た
、

設
備
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
も
推
進

し
、
溶
解
炉
や
加
工
設
備

な
ど
で
最
適
な
操
業
形
態

を
把
握
し
、
改
善
し
て
い

き
た
い
。
現
行
中
期
経
営

計
画
で
の
投
資
は
、
ほ
ぼ

計
画
ど
お
り
と
な
る
」

―
―
川
崎
、
池
上
、
福

山
と
素
形
材
事
業
の
生
産

性
向
上
の
取
り
組
み
は
。

「
前
期
は
全
社
製
造
コ

ス
ト
の
3
％
削
減
に
照
準

を
合
わ
せ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
達
成
し
た
。
今
期
も

3
％
の
製
造
コ
ス
ト
引
き

下
げ
を
目
指
し
て
い
く
」

―
―
低
熱
膨
張
合
金

『
Ｌ
Ｅ
Ｘ
』
シ
リ
ー
ズ
の

展
開
を
。

「
19
年
8
月
に
は
熱
膨

張
ゼ
ロ
合
金
『
Ｌ
Ｅ
Ｘ
―

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
（
レ
ッ
ク
ス
・

ゼ
ロ
）』と
、
3
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
を
用
い
た
3
Ｄ
積
層

造
形
技
術
の
組
み
合
わ
せ

で
国
内
特
許
を
取
得
し
、

初
受
注
に
成
功
し
た
。『
Ｌ

Ｅ
Ｘ
―
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
』
は
需

要
家
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て

お
り
、
受
注
件
数
は
伸
長

し
、
サ
ン
プ
ル
出
荷
件
数

も
着
実
に
増
え
て
い
る
。

将
来
的
に
は
2
億
円
の
売

り
上
げ
を
計
上
し
た
い
。

『
Ｌ
Ｅ
Ｘ
』
シ
リ
ー
ズ
全

体
で
は
半
導
体
向
け
が
落

ち
込
み
、
前
期
の
売
上
高

は
約
10
億
円
と
な
っ
た
。

今
期
は
コ
ロ
ナ
影
響
を
考

慮
し
、
前
期
並
み
か
微
増

を
見
込
ん
で
い
る
」

―
―
中
国
大
手
鋳
鉄
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
山
東
宇
信

鋳
業
と
の
間
で
鋳
鉄
製
造

の
技
術
提
携
契
約
を
締
結

し
た
。
進
捗
は
ど
う
か
。

「
契
約
締
結
後
こ
れ
ま

で
定
期
的
に
協
議
し
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
影
響
で
3

カ
月
程
度
止
ま
っ
て
い

る
。
当
社
で
は
専
任
者
を

決
め
、
出
張
ベ
ー
ス
で
山

東
宇
信
鋳
業
へ
の
技
術
指

導
を
行
っ
て
い
る
が
、
20

年
中
に
は
当
社
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

先
と
し
て
機
能
を
発
揮
す

る
。
す
で
に
一
部
製
品
で

は
日
本
の
需
要
家
に
よ
る

ア
プ
ル
ー
バ
ル
（
品
質
認

証
）
を
終
え
て
お
り
、
Ｏ

Ｅ
Ｍ
発
注
第
1
弾
と
し
て

1
5
0
0
㌧
を
予
定
し
て

い
る
」

―
―
来
期
か
ら
次
期
中

期
経
営
計
画
が
始
動
す

る
。「

今
期
か
ら
策
定
作
業

に
入
る
が
、エ
ン
ジ
事
業
、

建
材
事
業
の
強
化
が
柱
に

な
る
だ
ろ
う
。
エ
ン
ジ
と

建
材
は
素
形
材
に
比
べ
て

利
益
率
が
高
く
、
両
事
業

を
強
化
し
、
収
益
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。素
形
材
は
、

汎
用
品
が
中
国
メ
ー
カ
ー

と
の
激
し
い
価
格
競
争
下

に
置
か
れ
て
お
り
、
中
国

製
品
に
切
り
替
わ
る
可
能

性
が
あ
る
。
製
品
の
高
付

加
価
値
化
を
進
め
、
国
内

生
産
拠
点
の
効
率
化
を
推

進
す
る
と
同
時
に
海
外
提

携
先
を
拡
大
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
」

（
濱
坂

浩
司
）

「
金
属
繊
維
事
業
の
収
益

拡
大
が
一
番
の
使
命
。
中
計

最
終
年
度
を
迎
え
、
目
標
達

成
は
厳
し
い
状
況
下
だ
が
、

製
販
と
も
に
目
標
を
明
確
に

掲
げ
、
事
業
の
拡
大
・
成
長

に
つ
な
げ
た
い
」。5
Ｇ
や
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け
な
ど
需

要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、

拡
販
・
商
品
開
発
で
国
内
外

で
の
市
場
獲
得
を
目
指
す
。

87
年
愛
媛
大
工
学
部
卒
、

日
本
精
線
入
社
。
約
10
年
間

半
導
体
ガ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
製

造
を
担
当
し
、
需
要
の
急
拡

大
と
ど
ん
底
期
の
両
方
を
経

験
。「
い
ず
れ
も
従
業
員
が
支

え
て
く
れ
た
」
と
感
謝
。「
人

を
良
く
観
察
し
な
が
ら
仕
事

に
取
り
組
む
」
こ
と
を
常
に

意
識
し
、
外
出
や
運
動
で
健

康
管
理
を
心
掛
け
る
。
56

歳
、
愛
媛
県
出
身
。
（
福
）

溶
接
加
工
の
セ
イ
ワ
工

業
（
本
社
＝
三
重
県
桑
名

郡
、
野
見
山
勇
大
社
長
）

は
5
月
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

会
社
で
電
気

亜
鉛
め
っ
き

加
工
の
東
栄

コ
ー
テ
ィ
ン

グ（
岐
阜
市
、

野
見
山
社
長

兼
務
）
と
と

も
に
、
グ
ル

ー
プ
会
社
を

横
断
し
た
人

材
育
成
シ
ス

テ
ム
「
Ｅ
ｘ

ｐ
ａ
ｎ
ｄ

（
エ
ク
ス
パ

ン
ド
）」を
ス

タ
ー
ト
さ
せ

た
。
第
1
弾
と
し
て
、
東

栄
の
ス
タ
ッ
フ
2
人
が
セ

イ
ワ
工
業
へ
出
向
し
て
お

り
、
グ
ル
ー
プ
間
出
向
を

通
じ
て
多
能
工
化
を
推
進

す
る
。

セ
イ
ワ
工
業
は
、
1
9

9
5
年
に
設
立
し
大
型
構

造
物
の
溶
接
加
工
を
手
が

け
て
い
る
。
ま
た
、
同
社

は
2
0
1
9
年
に
事
業
承

継
の
一
環
と
し
て
東
栄
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
全
株
式
を

取
得
、
業
務
改
善
や
働
き

方
改
革
な
ど
を
実
施
し
、

直
近
3
カ
年
で
最
高
の
営

業
利
益
を
計
上
し
て
い

る
。

セ
イ
ワ
工
業
グ
ル
ー
プ

で
は
、
技
術
者
の
能
力
開

発
投
資
や
給
与
水
準
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
お
り
、
今
回
、
グ

ル
ー
プ
会
社
を
横
断
し
た

エ
ク
ス
パ
ン
ド
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
個
社
で
は
習

得
が
難
し
い
技
能
を
習
得

で
き
る
ほ
か
、
業
務
知
識

の
持
ち
帰
り
に
よ
り
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
。同

社
グ
ル
ー
プ
で
は
、

今
後
も
優
れ
た
技
術
を
持

ち
な
が
ら
後
継
者
不
足
や

会
社
経
営
で
悩
む
町
工
場

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

「
世
界
一
働
き
や
す
い
町

工
場
」
を
目
指
し
て
5
0

0
社
を
超
え
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
、
町
工
場

連
合
に
よ
る
株
式
上
場
も

視
野
に
入
れ
る
。

全
国
ス
テ
ン
レ
ス
流
通

協
会
連
合
会
（
全
ス
連
）

が
ま
と
め
た
2
0
2
0
年

1
―
3
月
期
の
経
営
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
商
社

を
除
く
）
に
よ
る
と
、
売

上
高
は
前
期（
10
―
12
月
）

に
比
べ
「
減
少
」
の
回
答

が
前
期
比
倍
増
の
63
・
5

％
、
ス
テ
ン
レ
ス
業
界
の

景
気
見
通
し
に
つ
い
て

「
悪
化
」
と
の
回
答
は
9

割
に
達
し
た
。
1
―
3
月

の
採
算
に
つ
い
て
は
6
割

近
く
が
「
黒
字
」
で
、
約

3
割
が
「
収
支
ト
ン
ト

ン
」、1
割
が
「
赤
字
」
と

前
期
に
比
べ
て
大
き
な
変

動
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

販
売
価
格
に
つ
い
て
、

前
期
の
回
答
で
は
棒
鋼
と

線
材
を
除
い
て
「
上
昇
気

味
」
が
5
割
以
上
を
占
め

た
が
、
今
期
は
「
変
わ
ら

な
い
」
と
の
回
答
が
全
て

の
鋼
種
で
半
数
近
く
を
占

め
た
。
前
期
は
「
上
昇
気

味
」
が
66
・
5
％
だ
っ
た

薄
板
で
は
今
期
、「
上
昇
気

味
」
が
8
・
9
％
で
「
下

降
気
味
」
が
50
・
9
％
と

38
・
9
㌽
の
大
幅
増
に
転

じ
た
。

在
庫
量
に
つ
い
て
の
設

問
で
は
全
て
の
分
野
で

「
適
量
」
と
の
回
答
が
多

い
も
の
の
、
薄
板
、
厚
板
、

棒
鋼
で
「
少
な
い
」
と
の

回
答
が
微
増
し
た
。

4
―
6
月
の
見
通
し
に

つ
い
て
の
質
問
で
は
、
ス

テ
ン
レ
ス
業
界
の
景
気
が

「
悪
化
す
る
」と
の
回
答
が

91
・
6
％
、
業
績
に
つ
い

て
も「
悪
化
」が
83
・
2
％

と
ど
ち
ら
も
前
期
に
比
べ

1
・
5
倍
に
増
加
し
た
。

工
作
機
械
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
景
気
減
退
、
自
粛

ム
ー
ド
の
た
め
、
受
注
は

減
退
、
生
産
の
減
少
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。
国
内

で
は
購
入
品
を
国
内
調
達

す
る
企
業
は
生
産
活
動
に

影
響
は
出
て
い
な
い
も
の

の
、
欧
州
製
の
購
入
品
で

は
ベ
ア
リ
ン
グ
、
ケ
ー
ブ

ル
ベ
ア
、
測
定
機
器
な
ど

の
調
達
が
遅
れ
、
生
産
に

影
響
が
見
ら
れ
る
。
一
方

で
中
国
か
ら
の
購
入
品

は
、
ほ
ぼ
通
常
通
り
調
達

で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
海
外
で
は
中
国
は

市
場
回
復
で
通
常
時
の
生

産
に
戻
っ
て
き
た
。タ
イ
、

台
湾
も
通
常
操
業
に
戻
し

た
。
た
だ
、
発
注
先
か
ら

の
納
入
延
期
の
要
請
で
完

成
機
が
在
庫
と
な
り
、
生

産
抑
制
、
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
事
業
者
も
あ

る
。
今
後
も
世
界
経
済
の

後
退
で
国
内
の
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
後
も
、
厳
し

い
受
注
環
境
が
続
く
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

日
本
工
作
機
械
工
業
会

が
発
表
し
た
、
2
0
2
0

年
4
月
分
受
注
確
報
に
合

わ
せ
て
、
今
月
上
旬
に
実

施
し
た
同
会
会
員
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
生
産

・
出
荷
へ
の
影
響
が
示
さ

れ
た
。

4
月
の
受
注
総
額
は
5

6
1
億
4
0
0
0
万
円

（
前
月
比
27
・
5
％
減
、

前
年
同
月
比
48
・
3
％

減
）
と
な
っ
た
。
前
月
実

績
比
は
2
カ
月
ぶ
り
減

で
、
前
年
同
月
比
は
19
カ

月
連
続
の
減
少
。
10
年
1

月
の
5
5
1
億
円
以
来
、

10
年
3
カ
月
ぶ
り
の
6
0

0
億
円
割
れ
を
記
録
し

た
。
国
内
外
の
工
作
機
械

市
場
で
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
影
響
が
強
ま
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
は
、

日
本
に
一
時
帰
国
さ
せ
た

駐
在
員
を
再
度
赴
任
さ
せ

ら
れ
な
い
な
ど
、
人
員
面

で
の
支
障
も
出
て
い
る
。

海
外
へ
の
輸
送
は
で
き
て

い
る
も
の
の
、
日
本
か
ら

据
付
人
員
を
派
遣
で
き

ず
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
で
対

応
す
る
ほ
か
、
据
付
を
延

期
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

る
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
操

作
指
導
で
の
苦
慮
や
、
顧

客
が
入
国
制
限
で
日
本
で

の
立
ち
会
い
が
で
き
ず
、

検
収
・
出
荷
が
遅
れ
る
事

例
も
増
え
て
い
る
。
海
外

向
け
出
荷
で
は
、
物
流
の

制
限
か
ら
出
荷
費
用
の
高

騰
も
招
く
。

国
内
で
も
移
動
制
限
で

顧
客
へ
の
出
張
が
難
し

く
、
受
け
入
れ
側
の
問
題

で
機
械
完
成
立
合
い
が
で

き
ず
、
機
械
が
計
画
通
り

出
荷
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

見
ら
れ
る
。
一
部
で
は
Ｗ

ｅ
ｂ
ツ
ー
ル
の
立
ち
合
い

も
行
わ
れ
て
い
る
。
感
染

予
防
上
、
ユ
ー
ザ
ー
工
場

で
の
作
業
時
間
や
派
遣
人

数
の
制
限
で
計
画
通
り
の

作
業
完
了
は
難
し
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
顧
客
か

ら
の
納
期
延
期
、
設
備
計

画
の
変
更
な
ど
負
担
も
増

え
て
い
る
。

日
本
磨
棒
鋼
工
業
組
合

の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
2

0
2
0
年
4
月
の
全
国
磨

棒
鋼
生
産
は
前
年
同
月
比

24
・
9
％
減
の
3
万
8
7

6
5
㌧
、冷
間
圧
造
用（
Ｃ

Ｈ
）
鋼
線
生
産
は
30
・
5

％
減
の
2
万
6
1
3
3
㌧

と
、
磨
棒
鋼
は
16
カ
月
連

続
で
減
少
し
、
Ｃ
Ｈ
鋼
線

は
14
カ
月
連
続
で
減
少
し

た
。
需
要
は
以
前
か
ら
減

少
傾
向
だ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
な
ど
の
影
響
で
4
月
は

両
製
品
と
も
大
幅
な
マ
イ

ナ
ス
を
示
し
た
。

前
月
と
の
比
較
で
は
、

磨
棒
鋼
が
12
・
2
％
減
、

Ｃ
Ｈ
鋼
線
が
24
・
6
％
減

と
な
り
、
磨
棒
鋼
が
2
カ

月
連
続
で
減
少
し
、
Ｃ
Ｈ

鋼
線
が
3
カ
月
ぶ
り
に
減

少
に
転
じ
た
。

地
域
別
で
は
、
関
東
組

合
は
磨
棒
鋼
生
産
が
前
年

同
月
比
17
・
2
％
減
の
1

万
3
9
6
0
㌧
、
Ｃ
Ｈ
鋼

線
生
産
が
35
％
減
の
7
4

5
8
㌧
、
中
部
組
合
は
磨

棒
鋼
が
24
・
1
％
減
の
1

万
1
5
3
7
㌧
、
Ｃ
Ｈ
鋼

線
が
25
・
7
％
減
の
1
万

3
2
3
2
㌧
、
関
西
組
合

は
磨
棒
鋼
が
32
・
1
％
減

の
1
万
3
2
6
8
㌧
、
Ｃ

Ｈ
鋼
線
が
34
・
6
％
減
の

5
4
4
3
㌧
。
関
東
の
Ｃ

Ｈ
鋼
線
や
関
西
の
両
製
品

の
30
％
を
超
え
る
減
少
を

は
じ
め
3
地
域
組
合
で
両

製
品
と
も
大
幅
な
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
。

全
国
出
荷
量
は
、
磨
棒

鋼
が
前
年
同
月
比
22
・
8

％
減
の
3
万
9
9
8
5
㌧

（
前
月
比
11
・
1
％
減
）、

Ｃ
Ｈ
鋼
線
が
30
・
8
％
減

の
2
万
7
3
6
2
㌧
（
同

23
・
2
％
減
）。対
前
年
同

月
で
磨
棒
鋼
が
17
カ
月
連

続
で
、
Ｃ
Ｈ
鋼
線
が
15
カ

月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。

詳
細
は
別
表
の
通
り
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
、
解
体
工
事
・
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
卸
の
三
共
商

会
（
大
分
市
、
代
表
石
﨑

義
孝
氏
）
は
、
5
月
27
日

に
大
分
地
裁
へ
自
己
破
産

を
申
請
し
た
。
負
債
は
約

1
億
9
0
0
0
万
円
。
申

請
代
理
人
は
寺
﨑
直
史
弁

護
士
（
寺
﨑
法
律
事
務

所
）。20

1
4
年
設
立
。
採

算
を
維
持
で
き
ず
、
解
体

工
事
も
他
社
と
の
競
合
か

ら
受
注
が
落
ち
込
み
、
見

通
し
が
立
た
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
19
年
12
月
に
は

事
業
を
停
止
、
今
回
の
措

置
と
な
っ
た
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
、
自
動
車
部
品
・

金
属
機
械
部
品
製
造
の
伸

和
工
業（
大
阪
市
生
野
区
、

代
表
豊
田
基
和
氏
）
は
、

5
月
29
日
に
事
業
を
停
止

し
、
大
阪
地
裁
に
自
己
破

産
を
申
請
し
た
。

負
債
は
申
請
時
点
で
約

5
億
円
。
申
請
代
理
人
は

井
上
彰
弁
護
士
（
弁
護
士

法
人
栄
光
・
栄
光
綜
合
法

律
事
務
所
）
ほ
か
。

関東組合 中部組合 関西組合 合計

前月比 前年
同月比 前月比 前年

同月比 前月比 前年
同月比 前月比 前年

同月比

生産

磨棒鋼
普通鋼 2,645 �11.2 �31.1 1,223 �2.8 �22.8 4,186 �4.5 �24.5 8,054 �6.6 �26.6

特殊鋼 11,315 �10.6 �13.1 10,314 �15.5 �24.3 9,082 �14.8 �35.1 30,711 �13.5 �24.5

計 13,960 �10.7 �17.2 11,537 �14.3 �24.1 13,268 �11.8 �32.1 38,765 �12.2 �24.9

冷間圧造
用鋼線

普通鋼 1,557 �29.8 �31.0 975 �13.2 �27.7 2,928 �29.2 �36.7 5,460 �27.0 �33.6

特殊鋼 5,901 �34.9 �35.9 12,257 �18.6 �25.6 2,515 �18.1 �32.0 20,673 �24.0 �29.6

計 7,458 �33.9 �35.0 13,232 �18.3 �25.7 5,443 �24.5 �34.6 26,133 �24.6 �30.5

出荷

磨棒鋼
普通鋼 2,641 �14.4 �27.0 1,059 �5.4 �29.2 4,860 �3.7 �22.2 8,560 �7.5 �24.6

特殊鋼 11,372 �11.0 �11.9 9,840 �13.7 �23.9 10,213 �11.6 �29.9 31,425 �12.1 �22.2

計 14,013 �11.7 �15.2 10,899 �12.9 �24.5 15,073 �9.2 �27.6 39,985 �11.1 �22.8

冷間圧造
用鋼線

普通鋼 1,725 �19.3 �26.2 958 �14.4 �27.6 3,004 �26.7 �34.7 5,687 �22.7 �31.2

特殊鋼 6,147 �30.0 �34.6 12,904 �20.7 �28.2 2,624 �18.6 �32.2 21,675 �23.3 �30.6

計 7,872 �27.9 �32.9 13,862 �20.3 �28.2 5,628 �23.1 �33.6 27,362 �23.2 �30.8

全ス連経営実態アンケート調査（20年1―3月）

項目 質問 1―3月期 前期比
(ポイント）

売上高
前期
（10―
12月）
比

増加 12.5% �17.6

横ばい 24.0% �14.8

減少 63.5% 32.4

損益面

採算

黒字 58.3% �9.4

収支トントン 29.7% 4.6

赤字 12.0% 4.8

前期
（10―
12月）
比

良化 12.0% �13.9

横ばい 26.7% �17.3

悪化 61.3% 31.2

在庫量
（3月末
時点）

在庫率

1.0カ月以下 15.7% 3.4

1.1―1.5カ月 20.9% 2.5

1.6―2.0カ月 18.0% �1

2.1―2.5カ月 15.7% 0.1

2.6―3.0カ月 11.0% �5.8

3.1―3.5カ月 9.3% 2

3.6カ月以上 9.3% �1.3

薄板

多い 23.6% 0

適量 63.9% �4.9

少ない 12.5% 4.9

厚板

多い 16.7% 0.7

適量 63.9% �9.7

少ない 19.4% 9

棒鋼

多い 22.3% 2.3

適量 63.1% �7.4

少ない 14.6% 5.1

販売
価格
(前期比）

薄板

上昇気味 8.9% �57.6

変わらない 40.8% 18.6

下降気味 50.3% 38.9

厚板

上昇気味 6.1% �54.5

変わらない 53.4% 22.3

下降気味 40.5% 32.2

棒鋼

上昇気味 7.4% �36.8

変わらない 68.4% 19.1

下降気味 24.3% 17.8

輸送費
(運賃）

売上高
比率

0.2―1.0％ 25.6% 1

1.1―2.0％ 46.5% 0.2

2.1％以上 27.9% �1.2

4月磨棒鋼・ＣＨ鋼線統計

人
手
不
足
に
も
対
応

グループ間出向で多能工化

日
本
精
線（
執
行
役
員
）

ま つ だ じゅん

松田潤氏
金属繊維販売部門担当

目
標
掲
げ
事
業
拡
大

モ
リ
タ
環
境
テ
ッ
ク
製
の
ニ
ュ
ー
ギ
ロ

日
刊
産
業
新
聞
20
・
6
・
4

組織改正、横の連携深める

次
期

中
計

エ
ン
ジ
・
建
材
を
強
化

次
期

中
計

エ
ン
ジ
・
建
材
を
強
化

鷲尾勝氏氏
日本鋳造社社長長


